
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土の文化を守りたい想いで、昔ながらの服屋を能登

川駅前にて営んでいます。現在地には、祖父が戦後まも

なく開店し、和洋の装いを通して、冠婚葬祭のお手伝い

を続けてきました。時代が変わり、核家族化の進行、地

域世帯の高齢化・若衆減少により氏神様の祭礼の継続

や各家の墓や仏壇の護持さえ危ぶまれています。集落

の神仏を生活の中心に置く、郷土文化への応援ができ

ればと、祭襦袢・脚袢や鈴ノ緒などの自店制作に励んで

います。 
 

「子どもを事故から守る募金」として寄付し、東近江市内のとび出し人形看板設置のために使われます。 

東近江市垣見町７７７ 
☎ 0748-42-2186 

寺社行事に関する商品の 

売上げの１％を寄付します。 

 


